
ネットワーク構築実装計画

オホーツクＡＴネットワークはマーケティング戦略のかなめとなります。本計画は

地域観光振興、ＪＲ石北線の存続、そして人口問題対策を目的としています。

石北沿線ふるさとネットワークが中心となり、関係機関との連携を深めながら、オ

ホーツク地域の魅力を最大限に引き出すためのプロジェクトを展開していきます。

本プレゼンテーションでは、計画の背景、目的、実施内容、そして期待される成果

について詳細にご説明いたします。
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石北沿線ふるさとネットワーク
石北本線利活用部会長 表 宏樹

副部会長 逢坂 信治



本プロジェクトの経緯と背景
1 目的の設定

地域の観光振興、ＪＲ黄色線区・石北線の存続のための乗客増加策、

人口問題対策などを目的として、様々な試案を積み重ねてまいりまし

た。

2 資料の作成

「オホーツク観光の未来～流氷観光の次なる新たな事柄を創造する」

「アドベンチャートラベルで地域を活性化する」「オホーツクアドベ

ンチャートラベルの課題と対応」などの資料を作成しました。

3 発信元の確立
石北沿線ふるさとネットワーク（代表 長南進一）が中心となり、機関

決定後に公表します。同ネットワークが主体となって、プロジェクト

発足に向けた地道な折衝活動を行ってまいります。

本プロジェクトは、オホーツク地域の魅力を広く発信し、持続可能な観光振興を実

現するための重要な取り組みです。地域の皆様のご協力とご支援をいただきながら

、着実に前進してまいります。
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実行計画の具体的アプローチ

実施組織の立ち上げ
大雪国道広域観光推進協議会を参考に、本プロジェクトに賛同する皆さんを募り、世

話人会を発足させます。事務局は北見市観光振興室を想定しています。

実行計画の作成
関係者・関係機関が集い、各種打ち合わせ・ワークショップ・フォーラムなどを実施し、そ

の具体案を作成します。多様な視点を取り入れた実効性のある計画を目指します。

資金計画の作成
国土交通省・観光庁補助事業（コンテンツ造成等、コンテンツ事業者・ガイド等、地域の受

入環境整備）、公益財団法人はまなす財団（支援事業）などを窓口行政機関からアプローチ

します。

グループウエアの検討
ベンダーが市内で、導入サービスやアフターサービスが充実したアプリケーショ

ンを選定します。円滑な情報共有と連携を実現するためのデジタル基盤を整備し

ます。
これらの施策を段階的に実施することで、持続可能なネットワーク構築を目指してまいります

。各段階での成果を丁寧に検証しながら、必要に応じて調整を行います。
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オホーツクＡＴネットワークのイメージ

地域観光拠点
北見市、上川町、温根湯温泉、層雲峡などの拠点を有機的に結びつけ、面と

しての観光魅力を創出します。各拠点の特色を活かしながら、地域全体の魅

力向上を図ります。

交通ネットワーク
石北線を中心とした交通ネットワークを整備し、観光客の移動をスムーズに

します。鉄道と他の交通手段との連携を強化し、シームレスな移動環境を実

現します。

アドベンチャーコンテンツ
オホーツク地域の自然環境を活かしたアドベンチャートラベルのコンテンツ

を充実させます。四季折々の体験プログラムを開発し、リピーターの獲得を

目指します。

人材ネットワーク
地域のガイドや事業者、行政担当者など、多様な人材のネットワークを構築

します。定期的な交流会や研修を通じて、人材育成と連携強化を図ります。

このネットワークを通じて、オホーツク地域の観光資源を最大限に活用し、魅力的な観光地域づくりを推進します。地域内の多様な主体が連携することで、相乗効果を生み出すことが期待されま

す。
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5

グループウエアの検討

（アプリケーション選択の参考資料
R07/04/09）



ＡＴコンテンツのブラッシ

ュアップ
自然体験プログラムの充実

オホーツク地域の豊かな自然環境を活かした体験プログラムを開発します。四季折々の自

然現象を観察するツアーや、環境保全活動と組み合わせたエコツーリズムなど、多様なプ

ログラムを提供します。

文化交流の促進

地域の歴史や文化を体験できるプログラムを充実させます。アイヌ文化や開拓の歴史、地

域の食文化など、オホーツク地域ならではの文化的要素を取り入れた体験を提供します。

ガイド育成と質の向上

質の高いガイドを育成するための研修プログラムを実施します。自然環境や歴史文化に関

する知識だけでなく、安全管理やホスピタリティなど、総合的なスキルを持つガイドの育

成を目指します。

デジタル活用の推進

最新のデジタル技術を活用し、体験の質を高めます。ARやVRを活用した体験コンテンツ

の開発や、多言語対応のアプリ導入など、時代に即したサービス提供を目指します。

これらの取り組みを通じて、オホーツク地域のアドベンチャートラベルコンテンツの魅力を高め、国内外からの観光客誘致につなげます。常に顧客ニーズを把握し、継続的な改善を行うこと

で、持続可能な観光地域づくりを実現します。
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参考事例：北見ツーデーマー

チ歴史と実績

2003（平成15）年に始まった北見ツーデー

マーチは、今年で38回目を迎える長寿イベ

ントです。駅南多目的広場を起点に、若松大

橋、端野屯田の杜公園などを巡るコースが設

定されています。

人と人のつながり

筆者の体験談にあるように、見知らぬ旅

人が声をかけ、励まし、随伴するといっ

た心の交流が生まれるイベントです。こ

うした交流こそが地域の魅力を高め、リ

ピーターを生み出しています。

地域資源の活用

北見の美しい自然景観や街並みを活用し、歩くことで地域の魅力を再発見できるイベント

となっています。この事例は、地域資源を活かしたアドベンチャートラベルの好例といえ

ます。

北見ツーデーマーチの成功は、地域住民の協力と参加者同士の交流が生み出す価値を示してい

ます。オホーツクＡＴネットワークでも、こうした人と人とのつながりを大切にしたコンテン

ツづくりを進めていきます。
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計画の成功イメージ
心豊かな地域社会
人々の交流が盛んで、心の豊かさを実感できる社会の実現

経済的成長
観光収入の増加による地域経済の活性化と雇用創出

交通網の維持発展
石北線の乗客増加による継続運行の実現

人口問題への対応
関係人口の増加と定住促進による地域の持続的発展

地域連携の強化
中核都市と周辺市町村の相互連携による

本計画の実施により、オホーツク地域は観光振興を通じて経済的な成長を遂げるとともに、人々の心の豊かさを育む地域社会の実現を目指します。
中核都市と周辺市町村が相互に連携し、それぞれの特色を活かした観光資源の開発を進めることで、地域全体の魅力を高めていきます。

石北線は多くの旅行者に利用され、持続可能な運行が実現します。観光を起点とした地域活性化により、人口減少問題にも対応し、

観光資源開発

豊かで活力ある地域社会の構築を目指します。
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